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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� Ａ
Ｉ
の
社
会
実
装
を

加
速
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

東
京
大
学

松
尾
豊
教
授

……………………………

……………………………

Ｇ
Ｃ
Ｉ
２
０
２
５
Ｓ
ｕ
ｍ

ｍ
ｅ
ｒ
の
受
講
者
数
は
１
万

５
７
９
人
。
う
ち
最
終
課
題

提
出
数
は
約
２０
％
の
２
１
７

４
人
。
最
終
課
題
の
審
査
を

経
て
約
１４
％
に
あ
た
る
１
４

９
５
人
が
修
了
証
を
得
た
。

松
尾
豊
教
授
は
「
最
終
課

題
に
つ
い
て
は
成
果
が
あ
っ

た
受
講
生
の
み
に
修
了
証
を

出
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

約
３
割
が
不
合
格
と
な
っ

た
。
修
了
者
は
Ａ
Ｉ
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
標
準
レ
ベ
ル
と

考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
実
践
の
場
や
学
び

の
場
も
提
供
し
て
お
り
、
修

了
生
で
あ
る
こ
と
に
自
信
を

も
っ
て
学
び
続
け
、
共
同
研

究
の
参
加
な
ど
の
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
の
挑
戦
を
期
待
し

た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

■
優
秀
生
１５
人
を
選
出

修
了
生
は
松
尾
研
Ａ
Ｉ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
で
き
、

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参

加
の
チ
ャ
ン
ス
が
拡
大
す

る
。
ま
た
、
修
了
生
か
ら
優

秀
生
に
選
出
さ
れ
た
１５
人
は

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
な
ど
で
の

海
外
研
修
を
検
討
し
て
い

る
。優

秀
生
に
選
出
さ
れ
た
京

都
大
学
工
学
部
物
理
工
学
科

の
徳
永
凛
太
郎
さ
ん
は
「
大

学
で
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
を
学
ん

で
い
る
際
に
Ｇ
Ｃ
Ｉ
を
知
っ

た
。
機
械
学
習
の
知
識
は
ゼ

ロ
だ
っ
た
が
、
最
終
課
題
で

は
自
分
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に

な
っ
た
つ
も
り
で
デ
ー
タ
分

析
と
提
案
が
矛
盾
な
く
つ
な

が
る
よ
う
に
質
を
磨
い
た
」

と
コ
メ
ン
ト
。

同
様
に
優
秀
生
で
あ
る
大

阪
府
立
大
学
工
学
域
電
気
電

子
系
学
類
の
坂
上
真
寛
さ
ん

は
、
情
報
学
を
体
系
的
に
学

ぶ
た
め
に
Ｇ
Ｃ
Ｉ
を
受
講
し

た
。

■
修
了
生
に
は

高
校
生
や
中
学
生
も

修
了
生
に
は
高
校
生
や
中

学
生
も
い
る
。
か
え
つ
有
明

高
等
学
校
の
１
年
生
は
「
物

理
の
時
間
に
Ｇ
Ｃ
Ｉ
を
紹
介

さ
れ
て
興
味
を
も
っ
た
。
情

報
の
時
間
で
学
ん
だ
Ｐ
ｙ
ｔ

ｈ
ｏ
ｎ
が
役
立
っ
た
」
と
話

す
。
早
稲
田
実
業
高
等
学
校

の
１
年
生
と
愛
媛
大
学
附
属

中
学
校
の
１
年
生
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
本
講
座
を
知
っ
た
母
親

か
ら
の
紹
介
で
受
講
し
た
そ

う
だ
。
高
校
生
は
「
思
っ
て

い
た
よ
り
難
し
か
っ
た
が
視

野
が
広
が
っ
た
。
今
後
は
次

の
講
座
を
受
講
し
た
い
」
、

中
学
生
は
「
難
し
い
内
容
は

生
成
Ａ
Ｉ
に
聞
い
た
り
Ｓ
ｌ

ａ
ｃ
ｋ
で
や
り
と
り
し
た
り

し
な
が
ら
進
め
た
」
と
話
し

た
。

■
Ｇ
Ｃ
Ｉ
か
ら

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
Ｃ
Ｉ
へ

Ｇ
Ｃ
Ｉ
は
毎
年
４
月
と
１０

月
に
開
講
す
る
Ａ
Ｉ
入
門
講

座
。
デ
ー
タ
の
前
処
理
、
可

視
化
、
教
師
あ
り
学
習
、
予

測
モ
デ
ル
な
ど
を
１５
回
で
学

び
、
最
終
課
題
は
企
業
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
を
分

析
し
て
戦
略
的
提
案
を
行
う

内
容
だ
。

Ｇ
Ｃ
Ｉ
は
表
や
数
値
な
ど

を
中
心
に
取
り
扱
う
。
Ｇ
Ｃ

Ｉ
学
習
後
の
講
座
と
し
て
、

画
像
や
自
然
言
語
な
ど
を
扱

う
Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ

ｎ
ｇ
講
座
、
Ａ
Ｉ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
講
座
（
次
回
開
講

は
来
春
）
も
用
意
し
て
お

り
、
事
前
学
習
動
画
や
補
足

資
料
を
提
供
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
の
伴
走
支
援
も
行
っ
て

い
る
。

■
協
力
企
業
を
募
集
中

教
育
は
可
能
な
限
り
無
償

で
あ
る
べ
き
と
い
う
考
え
の

も
と
、
本
講
座
の
受
講
は
無

料
。
こ
れ
は
協
力
企
業
の
支

援
に
よ
り
実
現
し
て
い
る
。

な
お
協
力
企
業
は
継
続
し
て

募
集
し
て
い
る
。

協
力
企
業
で
あ
る
リ
ク
ル

ー
ト
で
は
デ
ー
タ
利
活
用
に

コ
ミ
ッ
ト
し
た
事
業
を
展
開

し
て
お
り
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
ス
ト
も
募
集
。
カ
ル

チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

・
ク
ラ
ブ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
で
は
Ｖ
ポ

イ
ン
ト
事
業
な
ど
を
展
開
。

ま
た
、
東
海
東
京
証
券
で
は

毎
年
、
同
社
の
社
員
約
５０
人

が
本
講
座
を
受
講
し
て
い

る
。講

座
の
受
講
者
は
口
コ
ミ

を
中
心
に
広
が
っ
て
き
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、
自
分
の
子
供
に
受
講
を

勧
め
る
保
護
者
も
お
り
、
生

成
Ａ
Ｉ
活
用
に
自
身
は
慎
重

で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
子
供

に
は
正
し
く
理
解
し
て
活
用

し
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち

を
も
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
生

成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
が
今

後
、
重
要
で
あ
る
と
理
解
し

て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
は
な

い
か
。
Ｇ
Ｃ
Ｉ
修
了
後
、
共

同
研
究
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
、
起

業
支
援
な
ど
の
選
択
肢
も
提

供
し
、
ギ
フ
テ
ッ
ド
へ
の
教

育
機
会
の
一
つ
に
も
な
る
と

考
え
て
い
る
。

現
状
存
在
す
る
生
成
Ａ
Ｉ

技
術
が
社
会
実
装
さ
れ
る
だ

け
で
ビ
ジ
ネ
ス
現
場
は
大
き

く
変
わ
る
と
考
え
て
い
る
。

松
尾
研
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

は
３６
社
と
な
り
、
大
企
業
と

の
連
携
も
増
え
た
。
今
後
は

こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
拡
大
し

て
い
き
た
い
。

東
京
大
学
松
尾
・
岩
澤
研
究
室
で
は
、
Ａ
Ｉ
人
材
の

早
期
育
成
と
社
会
実
装
を
目
指
す
公
開
講
座
な
ど
を
幅

広
い
層
に
無
料
で
提
供
し
て
い
る
。
本
講
座
の
夏
期
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
東
京
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
消
費
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
講
座
「
Ｇ
Ｃ
Ｉ
２
０
２
５
Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ

ｒ
」
の
修
了
式
が
９
月
２１
日
、
東
京
大
学
構
内
で
開
催

さ
れ
た
。
修
了
生
に
は
大
学
生
や
院
生
の
ほ
か
、
高
校

生
や
中
学
生
も
い
る
。

文
部
科
学
省
は
１０
月
７
日
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
実
施
す
る
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査
（
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
２
０
２
４
の

結
果
を
公
表
し
た
。
日
本
は
第
２
回
調
査
（
２
０
１
３
年
）
か
ら
参
加
し
て
お
り
、
今
回
は
小
学
校
・
中
学
校
の

教
員
・
校
長
を
対
象
に
全
国
約
４
０
０
校
か
ら
約
７
０
０
０
人
が
回
答
。
働
き
方
改
革
や
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
に
関
し
て
成
果
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
教
員
不
足
を
感
じ
る
学
校
長
が
明
ら
か
に
増
え
て
い
る
。
本
調
査

結
果
は
今
後
、
教
員
の
働
き
方
改
革
や
教
育
環
境
整
備
の
政
策
検
討
に
活
用
さ
れ
る
見
込
み
。
な
お
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ

の
次
回
調
査
は
２
０
３
０
年
に
予
定
。

■
教
員
の
勤
務
時
間
は

依
然
と
し
て
世
界
最
長

日
本
の
教
員
の
週
当
た
り

勤
務
時
間
は
小
学
校
５２
・
１

時
間
、
中
学
校
５５
・
１
時
間

と
、
前
回
調
査
（
２
０
１
８

年
）よ
り
約
４
時
間
減
少
。し

か
し
国
際
平
均（
小
学
校
４０
・

４
時
間
、
中
学
校
４１
・
０
時

間
）よ
り
も
長
い
。ま
た
、
授

業
準
備
時
間
や
事
務
業
務
も

減
少
傾
向
だ
が
、
い
ず
れ
も

国
際
平
均
よ
り
長
い
。
中
学

校
の
課
外
活
動
は
５
・
６
時

間
と
前
回
調
査
よ
り
も
約
２

時
間
減
じ
て
い
る
が
国
際
平

均（
１
・
７
時
間
）よ
り
も
明

ら
か
に
長
時
間
で
あ
っ
た
。

■
主
体
的
・
対
話
的
な
学
び

探
究
的
な
学
習
に
進
捗

児
童
生
徒
の
意
見
に
対
す

る
質
問
・
意
見
を
他
の
児
童

生
徒
に
促
す
実
践
の
割
合
は

小
中
学
校
と
も
に
国
際
平
均

を
上
回
っ
て
い
る
。
批
判
的

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
課
題

を
提
示
す
る
割
合
や
現
在
と

過
去
の
学
習
内
容
の
関
連
を

説
明
す
る
実
践
の
割
合
、
日

常
生
活
等
で
の
問
題
を
引
き

合
い
に
出
す
割
合
な
ど
多
く

の
項
目
に
お
い
て
増
加
し
た

が
、
国
際
平
均
よ
り
低
か
っ

た
。児

童
生
徒
の
実
態
に
合
わ

せ
て
発
問
す
る
、
指
導
法
を

工
夫
す
る
教
員
の
割
合
は
小

中
と
も
に
増
加
。
し
か
し
国

際
平
均
よ
り
は
低
い
。
な
お

「
批
判
的
思
考
を
促
す
」よ
う

に
し
て
い
る
と
回
答
し
た
教

員
は
特
に
低
く
、
小
学
校
教

員
１９
・
５
％
、
中
学
校
教
員

２４
・
２
％
と
国
際
平
均
（
５８

・
１
％
／
６１
・
２
％
）
と
乖

離
が
あ
る
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
は
進
捗

Ａ
Ｉ
活
用
に
は

期
待
も
懸
念
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
不
足
・
不

適
切
と
回
答
し
た
校
長
は
小

学
校
１１
・
４
％
、
中
学
校
１２

・
２
％
。
前
回
調
査
比
で
約

２０
㌽
改
善
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
教
員
が
授
業
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る
と
い

う
回
答
は
前
回
調
査
よ
り
小

中
と
も
約
１０
㌽
増
加
し
た
も

の
の
（
小
学
校
４８
・
０
％
、

中
学
校
４５
・
９
％
）
、
国
際

平
均
（
６７
・
５
％
／
７０
・
１

％
）
に
は
届
い
て
い
な
い
。

授
業
等
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の

使
用
状
況
は
、
小
中
と
も
に

１６
〜
１７
％
程
度
と
国
際
平
均

（
３６
・
９
％
／
３６
・
３
％
）よ

り
低
い
。
一
方
、
Ａ
Ｉ
活
用

に
つ
い
て
「
事
務
業
務
の
自

動
化
に
役
立
つ
」
（
小
学
校

７９
・
１
％
、
中
学
校
７３
・
１

％
）、「
個
別
サ
ポ
ー
ト
を
支

援
す
る
」（
小
学
校
７１
・
１
％
、

中
学
校
６６
・
５
％
）
と
期
待

感
は
極
め
て
高
く
、
か
つ
国

際
平
均
を
い
ず
れ
も
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。

一
方
で
「
偏
っ
た
見
方
の

増
大
」
「
デ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
危
険
」
「
不
適
切
な

指
導
法
の
提
案
」
に
つ
い
て

の
懸
念
も
国
際
平
均
を
上
回

っ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
活
用
に
つ

い
て
日
本
の
教
員
は
、
期
待

も
あ
る
が
懸
念
も
大
き
く
、

活
用
が
進
ん
で
い
な
い
と
い

う
傾
向
だ
。

■
教
育
資
源
に
不
足
感

教
員
不
足
を
感
じ
て
い
る

小
学
校
校
長
は
４０
・
７
％
、

中
学
校
校
長
は
３５
・
６
％
。

前
回
調
査
と
比
較
し
て
１０
〜

２０
㌽
増
え
て
い
る
。
こ
こ
数

年
で
教
員
不
足
が
一
層
深
刻

に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、小
学
校
校
長
６６
・
３

％
、中
学
校
校
長
４７
・
１
％
が

「
支
援
職
員
が
不
足
」
と
回

答
。
特
に
小
学
校
で
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
。

小
学
校
校
長
５２
・
７
％
、中

学
校
校
長
４２
・
５
％
は
、「
特

別
支
援
教
育
が
可
能
な
教
員

が
不
足
」
と
感
じ
て
い
る
。

■
教
職
の
充
実
度

日
本
の
教
員
は
、
教
え
る

こ
と
の
面
白
さ
や
や
り
が
い

に
満
足
し
て
い
る
割
合
が
小

中
学
校
と
も
、
国
際
平
均
よ

り
高
く
、
か
つ
各
項
目
に
お

い
て
９
割
程
度
の
水
準
。
な

お
自
分
の
成
果
に
満
足
し
て

い
る
教
員
は
国
際
平
均
よ
り

も
低
い
も
の
の
前
回
調
査
よ

り
も
微
増
し
て
い
る
。

■
ス
ト
レ
ス
は
増
加

前
回
調
査
と
比
較
し
て
授

業
準
備
、
多
す
ぎ
る
授
業
数

や
採
点
業
務
、事
務
的
業
務
、

保
護
者
対
応
に
つ
い
て
の
日

本
の
教
員
の
ス
ト
レ
ス
は
、

小
中
学
校
と
も
に
増
加
し
て

お
り
、
か
つ
国
際
平
均
よ
り

高
い
。
特
に
事
務
的
業
務
に

対
す
る
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
る
教
員
は
小
中
と
も
に
６

割
以
上
で
あ
っ
た
。
な
お
保

護
者
対
応
や
授
業
に
か
け
る

時
間
は
国
際
平
均
よ
り
短
い

傾
向
だ
。【
文
部
科
学
省
「
Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
２
０
２
４
速
報
資

料
／
国
立
教
育
政
策
研
究
所

「
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
２
０
２
４
ポ

イ
ン
ト
ま
と
め
」
よ
り
。
詳

細
版
は
今
後
公
表
予
定
】

２ 面 未来を創造する次世代の学び
第５１回全日本教育工学研究協議会 全国大会
茨城つくば大会が１１月１４・１５日に開催。ＪＡＥ
Ｔ会長である高橋純教授と実行委員長である
森田教育長に本大会の見所を聞いた

３-５面 デジタル学習基盤を学びに生かす
▼教員が使いやすいデジタルドリルとは
▼デジタル教科書（国語）で論説文の展開を
全員理解 ▼国語に特化したデジタル教材で
学びの自走を支援 ▼情報モラルに関する出
前授業で保護者を巻き込む

６ 面 教育委員会対象セミナー・鹿児島報告
７ 面 学校図書館

▼学校図書館を支援する「ＡＩ学校司書」とは
▼「自分の好きを語る」特別授業

８ 面 ウェルビーイングに資する環境へ
▼学校ニーズや気候変動に対応する制服のリ
ニューアルを提案
▼セルフケアをテーマにした出前授業

９ 面 食育・学校給食
▼地場産物を給食に活用するためのガイドブ
ック
▼学校給食の安定運営に向け文科省が通知

１０ 面 教育ニュース

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
を
実
現
し
て
い
く
に

は
、
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
に

よ
っ
て
多
様
化
し
た
学
び
に

対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
久
喜
市
教
育
委
員
会

（
柿
沼
光
夫
教
育
長
）
は
、

「
久
喜
市
版
未
来
の
教
室
」

構
想
に
お
い
て
、
各
学
校
の

新
た
な
学
び
へ
の
挑
戦
を
推

進
し
て
い
る
。

久
喜
市
立
砂
原
小
学
校

（
鈴
木
清
照
校
長
）
で
は
、

子
供
た
ち
の
学
び
に
伴
走
し

て
、
深
い
学
び
に
つ
な
が
る

授
業
づ
く
り
の
実
践
研
究
を

進
め
て
い
る
。
特
に
、
子
供

た
ち
の
学
び
を
見
取
る
評
価

で
、
「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
等

の
学
習
材
の
作
成
と
活
用
に

早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。
学
校
全
体
で
育
成
し
た

い
資
質
能
力
を
具
体
的
な
内

容
で
記
述
し
て
、
教
師
用
と

児
童
用
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
し
て
い
る
。

教
師
の
見
取
り
と
評
価
活

動
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
で
あ
る

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
や
ク
ラ
ウ
ド

環
境
等
を
有
効
に
活
用
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
「
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
」
は
ク
ラ
ウ
ド
上
で

共
有
・
可
視
化
で
き
、
授
業

の
終
了
時
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド

上
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
も
と

に
、
「
ふ
り
返
り
シ
ー
ト
」

に
継
続
し
て
記
録
す
る
。
そ

の
結
果
は
、
学
期
ご
と
の
ふ

り
返
り
と
し
て

ク
ラ
ウ
ド
上
で

「
ド
リ
カ
ム
シ
ー
ト
」
に
集

計
、
活
用
さ
れ
る
。
こ
の
ド

リ
カ
ム
シ
ー
ト
は
、
自
分
の

力
が
ど
れ
く
ら
い
伸
び
た
か

自
己
評
価
し
、
成
長
を
可
視

化
で
き
る
よ
う
に
レ
ー
ダ
ー

チ
ャ
ー
ト
で
表
す
も
の
で
あ

る
。さ

ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
学
習

基
盤
を
活
か
し
た
新
た
な
学

び
の
授
業
実
践
の
研
究
に
加

え
て
、
児
童
が
生
成
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
学
び
に
も
挑
戦
す

る
。
そ
の
様
子
は
１１
月
４
日

の
公
開
研
で
参
観
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

中
央
教
育
審
議
会
教
育
課

程
企
画
特
別
部
会
は
９
月
２５

日
、
次
期
学
習
指
導
要
領
及

び
教
育
課
程
編
成
向
け
た
論

点
整
理
を
公
表
し
た
。
次
期

学
習
指
導
要
領
や
こ
れ
に
向

け
た
柔
軟
な
教
育
課
程
、
情

報
活
用
能
力
の
抜
本
的
な
向

上
、
余
白
の
創
出
を
通
じ
た

教
育
の
質
の
向
上
ほ
か
に
つ

い
て
整
理
。
可
能
な
限
り
わ

か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
各

章
に
図
版
を
多
く
採
用
し
て

い
る
。こ
れ
に
伴
い
、教
科
ご

と
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
Ｗ
Ｇ
）に
お
い
て
、
論
点
整

理
を
踏
ま
え
た
検
討
が
始
ま

っ
て
い
る
。い
ず
れ
も「
学
び

に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」

や
「
見
方
・
考
え
方
」
の
新

し
い
整
理
を
踏
ま
え
た
各
教

科
の
目
標
の
見
直
し
と
デ
ジ

タ
ル
学
習
基
盤
の
活
用
、
情

報
活
用
能
力
の
育
成
強
化
、

柔
軟
な
教
育
課
程
を
前
提
と

し
て
議
論
が
進
行
中
だ
。

（
詳
細
は
Ｋ
Ｋ
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
へ
）
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Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査（
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）２
０
２
４

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査（
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）２
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２
４

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
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授

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
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授

ＧＩＧＡ第２期の個別最適な学び
～久喜市立砂原小のデジタル学習材～～久喜市立砂原小のデジタル学習材～

AI 活用に期待と懸念AI 活用に期待と懸念
「教員の不足感」が増加

⑩ルーブリックからドリカムシートに⑩ルーブリックからドリカムシートに

１１月４日
公開研
申込は
こちら

ドリカムシートを活用した学びの様子

ドリカムシート

次
期
学
習
指
導
要
領

各
教
科
Ｗ
Ｇ
で
検
討

Ａ
Ｉ
人
材
の
早
期
育
成
・
社
会
実
装
に
貢
献

Ａ
Ｉ
人
材
の
早
期
育
成
・
社
会
実
装
に
貢
献

Ａ
Ｉ
人
材
の
早
期
育
成
・
社
会
実
装
に
貢
献

（１） ２０２５年（令和７年）１０月２０日（月曜日）

中
高
・
大
学
生
、院
生
、社
会
人
な
ど

人
が
修
了
証

１４９５

Ｇ
Ｃ
Ｉ
２
０
２
５
Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
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